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目次 Contents
２０２０年１月号

02 年頭所感（新年のごあいさつ）
05 栄えある受章（叙勲・褒章）
06 役場からのお知らせ

はじまります申告相談/所得税等確
定申告のご案内/奨学生募集/教育委
員会表彰の内申受付/ふるさと納税

（応援寄附金）/人権擁護委員が代わ
りました/町のがんばる企業紹介シ
リーズ２２「ダイワリンクホテル会
津田島」/放課後児童クラブ入所児
童募集のご案内/持ち歩いても大丈
夫！マイナンバーカードの安全性

13 連載コラム「相続登記」パート２
16 まちの話題

田島太鼓龍巳会が日本一決定戦で第
３位/新消防庁舎開庁/キャッチボー
ル全国大会で田島中が第７位/田島
寿学園愛宕学級が世代間交流/星登
志一さんが法務大臣表彰を受賞/県
愛鳥週間ポスターコンクールで舘岩
中の藤原さんが３年連続受賞の快挙
/食べ残しゼロ学習会で食品ロスを
楽しく学ぶ

18 すまいるだより vol ２１
19 交流広場

高野の雪まつり２０２０/ 認知症カ
フェ

20 くらしの情報
お知らせ・募集（４件）

21 アイデア募集「第２期南会津町まち・
ひと・しごと創生総合戦略」/ 百歳
賀寿 / 大宅町長の公務百景

22 健康通信
㈱タニタヘルスリンクと協働した健
康づくり / 乳幼児健診・相談カレン
ダー / １・２月の日曜当番医 / ふく
しま健民検定に挑戦 / 心の健康相談
１月の納税こよみ

24 図書館へ行こう！
25 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ申し上げます / まちの人口 / 編
集後記

26 東京五輪への取り組みシリーズ３
「ホストタウンをＰＲ」

今月の表紙
融けた雪が寒気に晒されて氷結し
上から下へと徐々に成長する氷柱

豪雪地帯では数㍍におよぶほか
地面にまで達するものも見られます

　

私
の
施
政
信
念
で
あ
り
ま
す
「
公

平
、
公
正
、
誠
実
、
思
い
や
り
」
を

基
本
と
し
、
常
に
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
つ
く
り
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
お
会
い
し
て
声
を
直
接

聞
く
機
会
を
設
け
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
一
人
一
人
の
声
に
真
摯

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
困
っ
た
人
に

手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
行
政
で
あ
り

続
け
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
の
声
を
町
政

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
議
会
、
行
政
が
信
頼
関
係

で
構
築
さ
れ
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
力
の
向
上
を
さ
ら
に

推
進
し
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
希
望

は

じ

め

に

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
新
た
な
時
代

に
移
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
未

来
に
つ
な
が
る
事
業
や
地
域
力
の
向

上
に
結
び
付
く
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

特
に
、
本
町
を
取
り
巻
く
基
幹
道

路
の
整
備
が
着
実
に
進
展
し
、
新
た

な
人
の
流
れ
や
物
の
流
れ
が
、
交
流

人
口
、
さ
ら
に
は
関
係
人
口
の
増
加

に
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

会
津
縦
貫
南
道
路
の
整
備
で
は
、

５
工
区
の
下
郷
田
島
バ
イ
パ
ス
の
工

事
、
国
道
１
２
１
号
鎌
倉
崎
交
差
点

で
は
、
会
津
鉄
道
交
差
部
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
的
に
み
る
と
、
山
形
県
か
ら

栃
木
県
を
結
ぶ
会
津
縦
貫
道
と
栃
木

西
部
・
会
津
南
道
路
は
、
栃
木
県
側

で
工
事
が
進
め
ら
れ
、
新
潟
県
三
条

市
と
只
見
町
か
ら
南
会
津
町
へ
通
じ

る
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
え
も
、

令
和
５
年
の
開
通
を
目
指
し
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
人
口
の
現
状
と
将
来

を
見
据
え
た
方
向
性
と
し
て
、
令
和

２
年
度
か
ら
６
年
度
を
対
象
期
間
と

す
る
「
第
２
期
南
会
津
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
の
進
展
と
い
う
課
題
に
向
き
合

い
、
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
た

今
後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ

く
り
、
仕
事
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

年

頭

所

感

町

長

に
満
ち
た
町
の
実
現
に
向
け
て
、
行

政
の
責
任
者
と
し
て
ま
い
進
し
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と

景
観
形
成

　

町
の
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
受
け

継
ぐ
子
孫
の
た
め
に
、
四
季
折
々
に

変
化
す
る
里
山
景
観
に
磨
き
を
か

け
、
地
域
の
宝
を
未
来
永
劫
伝
承
し

て
い
く
た
め
に
、
平
成
29
年
６
月
に

「
移
り
行
く
四
季
、
人
と
自
然
を
未

来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
の
一
環
と
す

る
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く

り
事
業
」
で
は
、
各
集
落
や
地
域
で

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
約
３
千
本
が
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
行
政
と
地
域
が
力
を

合
わ
せ
た
美
し
い
自
然
景
観
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

地

域

振

興

と

働
く
環
境
づ
く
り

①
農
業
分
野

　

町
の
基
幹
産
業
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
農
業
で
は
、
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
と
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。

　

特
に
、
南
郷
ト
マ
ト
の
栽
培
を
目

指
し
た
若
い
世
代
の
Ｉ
タ
ー
ン
者

が
、
新
規
就
農
者
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。
全
国
に
誇
れ
る
南
郷
ト
マ

ト
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
、
引
き
続

き
新
規
就
農
者
の
確
保
を
目
指
し
ま

す
。

②
林
業
分
野

　

町
の
９
割
以
上
の
面
積
を
占
め
る

森
林
資
源
の
活
用
は
、
重
要
な
町
の

施
策
で
あ
り
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
林
野
庁
と
の
人
事
相
互
交
流
を


